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母�母�母� 遠別漁協女性部長

高橋ハル子さ
ん

お父さんばかりじゃなくお母さ

んたちも健康に注意して、夫婦共

に元気で仕事に頑張りましょう

と、今年の春から女性部でも助成

をして人間ドックを受けるように

しました。普段からガン検査はし

ていましたが、細かい検査は受け

ていなかったので、それぞれ仕事

の合間を見計らい、2泊3日で札

幌に受けに行っています。

活動は、総会・お祭り・売り出

し・海水難供養祭などのオードブ

ル作りや港の清掃など組合行事へ

の協力を中心に行っています。漁

師あっての組合、組合あっての漁

師で生活しているのですから、組

合の一翼を担っているつもりで頑

張っています。

遠別どっさり祭りにも女性部と

して参加して、焼き鳥やホタテ・

イカ・ホッキなどを焼いて売って

います。そのほか、しめ縄・盆菓

子・ハムの受注、資源回収、海浜

公園のトイレ掃除などで活動費を

稼いでいます。

部員は24人。若い人もいるの

ですが、行事への参加となるとな

かなか顔を出してもらえません。

レクリエーション的なことでも集

まりません。どこの女性部も皆同

じ悩みを抱えているようですが、

どういうふうにしたら若い人に関

心を持ってもらえるのか、集まれ

ばあれやこれや話して、いろいろ

試みていますが、私たちの力不足

かなっていう思いがあります。

まあ、先は長いから焦らないで

行こう、少しずつでもいいから女

性部活動のことを勉強してもらえ

ればと思っています。

忙しい忙しいといいながらも結

構、楽しみながら活動しています。

いつか、全員参加で活動ができる

ようになりたいですね。

全員参加での活動が夢
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函館市漁協の釣りイカ『函館舞歌』
函館市漁協では、函館産釣りイカの差別化を図ろ

うと、8月にブランド名を一般公募しました。市内
を中心に多数の応募があり、厳選の結果『函館舞歌』
に決定し、このほど商標登録を済ませました。
道南のイカ釣り漁の漁期は6～1月までで、函館市

漁協では32隻が操業しています。
同漁協は、昨年から「生け簀イカ直行便」と名付

けた釣りイカのゆうパックを行っていますが、鮮度
を保つため特別な工夫を凝らして発送しており、消
費者からは好評で、来年は『函館舞歌』のブランド
名で産直を行う予定です。
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組合の将来を考えて
苦言を呈している

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード�

「日本では、はっきりものを言っ

たり、厳しい意見を言う人間は、悪

者にされてしまう傾向にある」と話

すのは、羽幌町漁協指導漁業士の今

力さん。「現状維持が嫌いなほうで、

次から次へと新しいものを考え、常

に発想の転換を心がけている」とい

う今さんは、現状維持以上のことを

しようとしない今の浜の姿勢にもど

かしさを感じているそうです。

「受け身じゃ乗り遅れてしまう。

もし、自分に経営者として権限があ

れば、まだこんなこともあんなこと

もできるのになと思っても、中間的

な立場だから何もできない。口も挟

めないし、提言も聞いてもらえない。

口惜しいよ」

今さんが最近、一番歯がゆく見て

いるのは、討論の場で議長になる人

の力量不足が目立つこと。

「はっきり言って、まとめる力が

ない。議論を戦わせるのはいいが、

結果的に何が決まったのか分からな

いで同じことの繰り返しをやってい

る。なんのために役員が奇数なんだ

か、多数決すらやってないんじゃな

いのって雰囲気さえある。これは、

浜だけじゃなく日本全体を見てもだ

けど、あまりにもなあなあ主義、事

なかれ主義がはびこっている」

北海道の浜は今、良い方向に強力

に引っ張っていってくれる人、リー

ダーシップのとれる人が求められて

いると今さんは言います。

「昔の歴史上の立派な人たちは誰

を見ても、20年、30年、50年先を

見据えたものの考え方をしている人

物が評価されていて、ああ、なるほ

どなって実感する。そこまで大げさ

でなくても、やはり少し、先のこと

も見据えながら、今やらなければな

らないことを考えていかないと」

心配しています。

「自分さえよければいいという人

間が増え、組織ってものが崩壊して

きている。このまま行けば、大変な

ことになる。民間企業でもリストラ

やってる会社もあれば、一人ひとり

の給料を下げてリストラしないで頑

張ってる会社もある。それぞれの立

場はあるだろうけど、後者を選ぶの

が本来の形だと思う」

羽幌の個々の組合員は生活が安定

しています。だからこそ、それが逆

に良くないのだそうです。

「自分たちの生活が悪くないもん

だから、あまり組合のことを先に考

えない。組合が悪くなったら火の粉

をかぶるのは自分たちなんだけどそ

れが想像できない。安定している今

のうちだからこそできること、手を

打っておかなきゃならないことがあ

るんだけど、まったく危機感がない。

落ちるとこまで落ちないと分からな

いんだろうな。困ってからじゃ遅い

んだけどね。自分自身だって一緒に

落ちたくないから、組合の将来のこ

とを考えて苦言を呈しているんだけ

ど、理解されずに情けないよ」

羽幌町漁協指導漁業士
今　　力さん
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組合の将来を考えて
苦言を呈している

歯がゆいなあなあ主義

危機感がない今さんは、青年部長時代に異業種

団体の若者との交流を積極的に行

い、町おこしに取り組み、『サンセ

ット王国』を立ち上げました。

「浜をきれいにして多くの人に海

水浴に来てもらおうと活動した。町

も我々の気持ちに応えてくれて、大

金を投じてビーチハウスを建ててく

れた。それまで1～2万人だった海水

浴客が当時は多いときで30万人来て

くれた。いまでも町からの予算で、

毎年芸能人を呼んでビーチコンサー

トを開いている」

あの時、若者の一致団結の力が町

を動かした。何かことを起こすとき

一致団結しなければ、物事は前に進

まない。個人主義で育った今の若者

にその力があるだろうかと今さんは

一致団結の力を
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帯広畜産大学名誉教授

(財)北海道科学技術総合振興センター

地域コーディネーター

美　濃　羊　輔

今月の
講　座
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漁業と他の産業の係わり

表１　魚介類に影響を与える環境ホルモン

はじめに

海を守ろう

筆者は帯広畜産大学にて35年

にわたり農業分野の研究と教育に

従事してきた。だから、本格的に

水産業分野の研究を行ったことは

一度もない。ただ、農業教育の中

でいかに農林業や他の産業が水産

業と深い係わりをもっているのか

も教えてきたつもりでいる。また、

定年退職後は北海道経産局、とか

ち財団、ノーステック財団、帯広

市などから経済的支援を頂き、北

海道における産業のクラスター化

（関連企業群を作ること）に微力

ながら力を注いでいる。

よって、本稿においては環境問

題を中心に据えながら水産業と他

の産業とのあるべき姿や、水産業

界の発展のために他の分野といか

なる連携を持つべきかなどにつき

言及することとした。栽培漁業そ

のものについては多くの専門家達

による寄稿があるので、それにつ

いては深く触れなかった。ここに

お許しを頂きたい。

にした。わけても、９個の惑星中

生物が存在しているのは地球のみ

であるとの知見である。液体状の

水とオゾン層の２つがあるのは地

球のみである。我惑星上の水のほ

とんどが海に存在している。まさ

に、生命が発生したのも海である。

海はあまりにも大きいので、我々

は無限の包容力があるものと信じ

てきた。だが、今日その海にも許

容限界があることが明らかとなっ

てきている。

域と密接に連携を図りながら進め

ていくべきであろう。最も大きな

問題は海洋汚染である。わけても

環境ホルモンがその一つである。

魚介類に影響を与える環境ホルモ

ンの係わりを表１に示した。環境

ホルモンは多くの魚介類に種々の

影響を及ぼしている。特に生殖器

官の異常にそれがみられる。70

数種のうち、約2／3が農薬であ

る。農地で使われたホルモン様物

質がやがては海へ流れ込んでい

く。この物質の生物による濃縮

（図１）が海中で起り、魚介類を

食することで人体へと取り込まれ

る。勿論魚介類にも何らかの影響

を与えている。DDTやBHCは女

性様ホルモンとして働くが、海中

での半減期（量が元の半分になる

までの時間）が約100年と推定さ

かつて、漁業は農業や林業と十

分に連携をとりながら行われてい

た。それが、時の流れとともに分

業化していき、総体の中で漁業を

捉える考え方が薄らいでいったと

いえる。これからの漁業は他の領

NASAが打ち上げたボイジャー

探査機が宇宙空間を飛回りながら

太陽系惑星の実体を次々と明らか

水産業と農業
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表３　家畜排せつ物利用の状況

図２　世界の１人当たり牛肉・羊肉生産量と海洋漁獲量、1950～93年

までに浄化が完了せず海域の汚染

を起こすことになる。このことが

漁業と酪農業が主産業である地域

においては、両者間の揉め事の大

きな原因となっている。よって、

今後は家畜ふん尿の河川への投棄

は何としても防がなければならな

い。むしろ、家畜ふん尿に魚の内

臓物や貝殻を混ぜ堆肥化すること

により、水産廃棄物の有効利用を

酪農業界へ取り込む必要があろ

う。そのようにすれば、水産業と

酪農業の間に協調関係が生まれて

くるものと思われる。

もう一つは、林業界との係りで

ある。農地の拡大とともに林地が

減少の一途を辿った。その結果、

大雨が降った時など海水の淡水化

が起り漁獲量にも影響を与えてい

る。かつての漁村には魚付林（山

立て）があった。今や、先人の知

恵を効率主義により放棄したこと

の付けが回ってきているのである。

えりも町では魚付林の再現に力を

注いでいる。大いに評価したい。

もう一つは、漁業界そのものの

問題である。水産資源の有限性を

知っていながら一時的な欲のため

に乱獲をしすぎたことである。い

かなる分野においても長期にわた

る安定的な収益を目指さなければ

ならない。自分で自分の首を絞め

ているのが現状といえよう。だが、

一方では人口増に見合った水産物

の供給もしなければならない。し

かし、海洋漁獲量（１人当り）は

1990年頃から減少の一途を辿っ

ている（図２）。だとすれば、これ

を救う道は栽培漁業しかない。で

も、問題がない訳ではない。「水清

ければ魚すまず」という格言があ

る。農業と同様栽培漁業を行うこ

とは、必然的に環境に負荷をかけ

ることになる。フィリピンのルソ

ン島にラグナ湖というのがある。

かつて、この湖に豚ぷん尿を投入

しプランクトンを増殖させた後、

淡水魚を養殖するプロジェクトが

立ち上がった。だが、その湖の生

態系が壊れ、わずか３～４年で本

事業は取り止めとなった。近年、

持続的発展とか環境調和型産業と

いう語が頻繁に使われるようにな

った。このことは21世紀における

産業のあり方としてのキーワード

といえよう。しかし、これを実現

することは極めて困難といえよう。

元来、エコノミーとエコロジーは

相反する内容をもっているからで

ある。栽培漁業においても長期に

わたる安定的な経営を目指すとす

れば、この問題は避けて通れない

重要な課題といえよう。

現在、釧路港に水揚げされる漁

獲量は、その最盛期の約１／10

になっている。海岸沿いに立ち並

んでいたミール工場も閉鎖された

ままの所が多い。その原因には、

先に述べた乱獲も一つの要素であ

るが、海の生態系が変化したこと

にも起因していると思われる。か

つて、ニシン漁で賑わった地域が

今や見る影もない。海の温度や魚

水産業と林業

漁業界の問題
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図１　オンタリオ湖におけるPCBの生物濃縮

出典：シーア・コルボーンら「奪われし未来」（1997）翔泳社

表２　家畜飼養頭羽数と家畜ふん尿発生量

水産業と畜産

れている。このような物質をどん

どん海へ流し込めば、やがて海は

生命を支える場としての機能を持

ちえなくなるであろう。ここ30年

ほどの間に、外洋や深海でも汚染

物質が問題となり始めている。南

極の海やペンギンの体内にもPCB

の存在が認められている。また、

グリーンランドの白熊にもDDTが

検出されるなど、すでに毒物汚染

は全世界の海まで行きわたってし

まったといえる。目下、筆者は農

業界へこのような作用をもつ農薬

の使用を減らしていく様提言して

いる。さらに、化学肥料の流失も

大きな問題といえる。農地から流

れ出した化学肥料が最終的には海

の富栄化を引き起こしている。こ

れがアカシオやアオコの発生など

の原因となっているが、近年毒性

物質を作るプランクトン（例：ミ

クロシステス）の発生も見られる

ようになり、漁業界へ多大な損失

をもたらしている。今後農業界で

はできる限り化学肥料の使用を減

らし、保肥力の高い有機物の導入

を心がけていくべきであろう。

次に問題となるのは家畜ふん尿

である。表２に本道における家畜

飼養頭羽数と家畜ふん尿の発生量

を示した。ふん尿ともに乳用牛が

圧倒的な量となっている。本道に

おいて牛からでてくるふん尿のみ

で、何と1,700万トンにも達して

いる。「家畜排せつ物利用の現状」

に関する報告が全道畜産環境保全

局からでているが（表３）、それ

によると家畜の種類により若干異

なるが、利用率は約50％前後と

なっている。推定の域ではないが、

おそらく利用されていないものの

一部は河川へ投棄されているはず

である。もちろんこれが違法行為

であることは言を待たない。ある

地域ではヘリをチャーターして夜

間に牛ふん尿を河川に投棄してい

る現場を押さえようと試みたが、

酪農地域には情報ネットワーク化

ができており失敗に終ったという

話も聞いている。このように直接

家畜のふん尿を河川に投棄すれば

直ちに川の環境容量を越えること

になる。その結果、海へ流れ込む



当公社主催の平成14年度第１回

漁業生産技術研修会が８月27日、

奥尻町奥尻海洋センターで『マグ

ロ漁業と浮魚礁』をテーマに漁業

関係者等33人が参加して開催され

ました。

はじめに、高知県水産試験場の

浜田英之主任研究員が『高知県に

おける浮魚礁による漁場造成につ

いて』と題して講演を行いました。

浜田氏は、高知県で行われ

ている浮魚礁の開発研究やそ

の構造、設置場所の環境、カ

ツオ・キハダマグロの集魚状

況や漁獲などについて説明を

行いました。

参加者からは「浮魚礁にな

ぜカツオ・キハダマグロなど

が集まるのか？」「浮魚礁は

台風などで破損しないの

法・引き釣り漁法などについて講

演し、浮き流し漁具、延縄漁具の

作り方について実技指導が行われ

ました。浮きの作り方や針の付け

方、テグスの太さや巻き方、生き

餌の付け方など多くの質問が出さ

れ、予定時間を45分延長して研修

会を終了しました。
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の餌の種類の変化あるいは海洋汚

染などが指摘されているが、決定

的な原因は明らかにされていない

場合が多い。もう一つの問題とし

て、北海道の太平洋沿岸地域にお

けるヒトデの混獲がある。なぜヒ

トデが増えるのか原因は究明され

ていない。

目下、牛ふんとヒトデを混ぜて

堆肥化を試みている。動物性のタ

ンパク質が入るため、家畜ふんの

みの物より高品質の物ができるこ

とが明らかとなった。ヒトデ単独

での試験も行っている。今後、ヒ

トデの有効利用についても知恵を

絞る必要があろう。養殖漁業の問

題の一つに餌が高いということが

ある。根室市の水産研究所の方か

ら次の様な話を聞いたことがある。

花咲ガニがヒトデの皮の部分を食

べるというのである。これが事実

とすればヒトデの皮と内臓物を分

け、皮の部分からカニの餌を作る

ことが可能となる。この餌を栽培

漁業に利用することができれば一

石二鳥といえる。経済的な面から

見ても廃棄物などから低廉な餌を

作ることは今後の重要な課題の一

つといえる。現在、噴火湾沿の漁

業組合はホタテのウロからカドミ

ウムを除き、それを飼料化しよう

としている。だが、脱カドにかな

りの費用（8,000円／t）がかかり

未だ実用化のレベルには至ってい

ない。早急に低コストで脱カドが

可能になる技術の開発が望まれる。

他方では、脱カドしたウロから調

味料を作るプロジェクトも立ち上

がっている。この場合だと、何と

か採算がとれそうである。もう一

つは海の磯焼け現象である。ある

程度の原因は究明されているが未

知な部分も残されている。陸上に

おける砂漠化は大きな地球的問題

となっているが、海の砂漠化も看

過できない。一つの原因として、

ウニなどが根こそぎ海藻類を食べ

てしまったことが指摘されている。

外部から餌を与えてやれば、磯焼

けの問題は部分的には回避するこ

とができるかも知れない。廃海藻

に含まれるアルギン酸をうまく利

用すればウニの餌作りも可能にな

ろう。また、オホーツク圏ではホ

タテの貝殻から塗装材料の開発も

行われている。このように、水産

業を一つの領域として捉えるので

はなく、それを中心としたクラス

ター（関連企業群）作りを推進し

ていけば、漁業地域にも明るい未

来が待ち受けているものと思われ

る。本稿を読み、水産業に係わる

周辺技術を開発したいと考えてい

る人がいるならば、ぜひ当方に持

ち込んでほしい。現在、私が主と

してやっている仕事は民間企業を

大学や試験研究機関にリエゾン

（仲人役）することである。大いに

利用して頂きたい。今後北海道が

経済的に自立していくためにも、

新製品開発や関連産業企業群の形

成が最も重要な課題となると考え

ているからである。最後に、本稿

を草するに当り図表の改変や作成

に協力してくれた保井佐知子さん

に心から感謝の意を表したい。
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長

補助金の是非�

か？」「奥尻沖に浮魚礁を投

入した場合、クロマグロの集

まる可能性は？」などの質問

が出されました。

次いで、松前郡マグロ連合

協会の伊川勝三会長が、松前

沖のマグロ漁業の概要とマグ

ロの浮き流し漁法・延縄漁

当公社主催の平成14年度第２回

漁業生産技術研修会が９月26日、

登別市富浦会館で『ホッキガイの

資源管理と飯ずしの作り方』をテ

ーマに登別漁協女性部員等32人が

参加して開催されました。

はじめに、胆振地区水産技術普

及指導所の須貝英仁専門普及員が

『ホッキガイの生態と資源

管理』について講演し、平

成元年の発生群が高密度で

生息している海域があるた

め、この老齢貝の利用の必

要性を説明しました。

次いで、釧路水産試験場

の佐々木政則加工部長が

した。

説明の後、実技に移り、３班に

分かれてそれぞれ10㎏樽にホッキ

ガイ等の材料を漬け込みました。

『飯ずしの作り方と注

意点』について説明し、

特に飯ずしではボツリ

ヌス菌中毒がたびたび

起こるので、それを防止する

ため、ボツリヌス菌の性質や

どのように菌を除去するかに

ついて丁寧な説明がなされま
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